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専門調査員 海外立法情報調査室主任 吉本 紀 

 
＊規制改革を目的として、10 分野にわたる約 40 の法律を廃止し、35 法律約 400 の規制事項を改

正する包括法案が連邦議会下院を通過し、2014 年 3 月 27 日上院に送られた。 

 
 
1 法案の概要 

この法案は、農業、通信、国防、雇用、環境、予算、産業、先住民サービス、厚生、

財政･金融の 10 分野にわたる多くの規制を見直し、関係する法律を廃止または改正し

ようというものである。  
簡略名称を Omnibus Repeal Day (Autumn 2014) Bill（2014 年秋の包括的規制撤廃の日

法案）というが、マスコミは red tape reduction omnibus bill（お役所仕事削減包括法案）

などと呼び、法案提出者である連邦政府自身も Cutting Red Tape と呼ぶサイトを設けて

キャンペーンを繰り広げている。このキャンペーンの一環で、2014 年 3 月 26 日を「秋

の規制撤廃の日」とうたい（オーストラリアの 3 月は秋）、この日同法案が連邦議会下

院で可決された（提出は 3 月 19 日）。翌 27 日には上院に送られ、5 月半ばまで委員会

の審査に付されることになっている。  
法文はわずか 3 か条で規制事項ごとに異なる施行期日など形式的なことを定めるも

のであるが、前述の 10 分野に沿って別表が 1 から 10 まで定められ、それぞれ廃止す

る法律と、改正する法律の条文が規制事項ごとに列挙されている。  
見直し事項が最も多いのは通信分野で、電気通信法、放送サービス法など 18 法律、

事項は法案の大分類の仕方で数えると法案全体で約 400 あるうちの 244 を占める。電

気通信事業者に課せられている報告･情報提供規定のスリム化などが典型的なもので

ある。このほか、環境分野の 6 法律 79 事項、財政･金融分野の 15 法律 36 事項、厚生

分野の 14 法律 34 事項などがある。  
なお、この包括法案と同時に法令整理が目的の別の 2 つの包括法案も提出されてお

り、法案提出時に下院でトニー・アボット（Tony Abbott）首相は、合わせて 1,000 を

超える法律を廃止し、約 9,500 の不必要で非生産的な規制を撤廃し、これら以外に表明

している政策と合わせて毎年 7 億 2000 万豪ドル（700 億円弱）の節約効果があると表

明している。  
 
2 経緯 

アボット保守連合政権は、昨年 9 月に政権に就くとすぐに規制改革のアジェンダを

掲げ、ジョシュ・フライデンバーグ（Josh Frydenberg）首相付政務次官（連邦議会下院

議員）を中心に準備を進めてきている。  
アボット政権は、規制改革の必要性の根拠として、労働党の前政権が 2007 年から
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2013 年までの 6 年間に規制改革を主張しながら 21,000 もの規制を導入し、この間の全

要素生産性が国全体でみると 3%下がったことなどを挙げ、規制改革の主要な目的は自

由な経済活動による競争力の向上であると主張する。炭素税と鉱山税関連の制度の見

直しや、メディバンク（政府の医療保険会社）の民営化方針などとともにこの目的の

ための「新しいアプローチ」が必要であると主張し、規制の数が絶対的に多すぎる、

連邦と州の規制内容の重複が多く見られる、規制対象者と政府との間で求められる協

議が透明性や継続性を欠く、事後評価が生かされていないなどの問題点を挙げている。 
 

3 審議状況  
下院における議論で、野党労働党は、自らの政権時代に 12,000 もの法律を廃止し、

不要となった規制を撤廃してきたと応戦し、他方で導入した規制は、不正から消費者

を保護する、市場における決定を正しく行えるように透明性を担保する、環境汚染を

なくす、競争性と品質の水準を確保する、ベンチャー企業の起業を促進するなどの目

的を持ったものであり、規制改革は単に数字を挙げ、見せかけの規制緩和の名のもと

で重要な保護を怠るべきではない、党派的点数稼ぎの道具にしたりイデオロギー的で

あってはならないなどと述べ、各論に及ぶ論戦を繰り広げた。  
下院は与党の保守連合が多数を占めていることもあって、提出から 1 週間で可決し

たが、野党労働党と緑の党は反対に回ったいわば対決法案である。上院では財政･公行

政立法委員会の調査･報告に付されることになった。国民の間では、包括的な法案なの

で単純化されやすいが、個々の規制にまで立ち入ってみればそれぞれ長所短所があり、

いわばその寄せ集め（mixed bag）になっているので、上院の審議ではより細かく検討

すべきだという声も聞かれる。上院の勢力分野は、保守連合も労働党・緑の党もとも

に過半数にわずかに満たない状況であることも加わり、法案の帰趨が注目される。  
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